
鳥羽商船高等専門学校 開講年度 令和06年度 (2024年度) 授業科目 海運実務論
科目基礎情報
科目番号 0092 科目区分 専門 / コース必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 商船学科 対象学年 5
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 ECDIS訓練テキスト（海文堂）、自作テキスト
担当教員 北村 健一,片倉 広暁,西井 典子
到達目標
ECDIS機器の取り扱い及び原理を理解している
レーダ及びARPAについての取り扱い及び原理を理解している
レーダ画像から必要な情報を取得し、適切な避航動作が取れる
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 ECDISの原理・作動・取り扱いが
できる

ECDISの原理・作動・取り扱いに
ついて説明できる

ECDISの原理・作動・取り扱いに
ついて説明できない

評価項目2 レーダープロッティングによる情
報解析ができる レーダプロッティングができる レーダプロッティングができない

評価項目3 レーダを法規上適切に使用できる 避航動作を決定できる 避航動作を決定できない
学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 ECDIS機器取り扱い原理、作動について学ぶ

レーダー・TT情報を正しく観測、探知し航海に利用できる

授業の進め方・方法
ECDIS操作端末を使用し講義を行うため、本授業に関係する科目については十分な復習を行っておくこと。毎回課題を
与える。課題に合格しないとECDIS訓練を受講したと認められないので注意すること。
レーダ及びARPAにおいては、シミュレータを使用した実習形式で行うので、本授業に関係する科目は十分な復習を行っ
ておくこと。

注意点
予習と概習事項の練習定着は基本的に受講者の責任であるが、質問は随時受付ける。また、本講義は国土交通省から指
定登録を受けた電子海図情報表示装置講習(Generic)であり、遅刻・早退・欠席は認められない。やむを得ない事情で欠
席または遅刻する場合は、担当教員に事前に相談をすること。
4年次航海実務、航海学実験の内容を理解している上で受講しているものとして授業を実施するので注意すること。

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ECDIS　航路計画1 大洋航海での最適な航路計画が立てられる。

2週 ECDIS　航路計画2 特定の船種で、時間、沿岸航行での最適な航路計画が
立てられる。

3週 ECDIS　航路計画3 特定の船種で、時間、港則法適応海域での最適な航路
計画が立てられる。

4週 ECDIS　航路計画4 特定の船種で、時間、海上交通安全法適応海域での最
適な航路計画が立てられる。

5週 Radar　原理及び性能 レーダの探知能力を説明できる。

6週 Radar　指示方式及び映像 レーダの指示方式を説明し、それぞれの映像の特徴を
説明できる。

7週 Radar　レーダ偽像 レーダに表示される偽像について、それぞれ説明でき
る

8週 Radar　レーダプロッティング１ プロッティングの意義と速力三角形を説明できる

2ndQ

9週 Radar　レーダプロッティング2 プロッティングにおける実施上の注意事項を遵守でき
る

10週 Radar　レーダプロッティング3 プロッティングの種類と利用法を説明できる
11週 Radar　レーダプロッティング応用1 針路・速力変動による適切な避航動作が取れる
12週 Radar　レーダプロッティング応用2 情報と避航時期を判断できる

13週 Radar　レーダと航法関係法令 航法上求められている義務においてレーダを適切に使
用できる。

14週 Radar/ARPA　レーダARPAシミュレータ概要及び作動
原理 概要を説明し、作動が行える。

15週 期末試験
16週 Radar/ARPA　レーダARPAシミュレータの取り扱い レーダによる各種測定を適切に行える。

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ 合計
総合評価割合 50 0 30 0 20 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0
専門的能力 50 0 30 0 0 80
分野横断的能力 0 0 0 0 20 20


